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宣
言
せ
ら
れ
、
又
は
此
の

宣
ー
I

欲

せ

合

は

金

.

3

際
上
の
彼
用
即
ち
金
.の
輸
1̂

及

，び
エ
業
，
土

の
0-
的
の
爲
め
に
す
る
金
貨
齡
妳
を
嗜

北

す
-る

に

至.れ

备

«

令
.°
.

. 

. 
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H

'
上

述

の

勿

く

馨

的

變

畏

よ

6
發
生
せ
る
今
次
の
紙

-«
本
位
は
決
し
て
永
久
に
持
續
せ
ら
.る
.ベ
さ
も
；の
に
あ
ら 

ず

リ

ー

フ

マ

ゾ

•
タ
，

へ
ル
グ
等
は
.金

本

位

,^
復
歸
す
る
こ
、こ
な
く
永
久
に
紙
幣
本
位
た
.る
べ
き
^
主
張
し
、

ぐ 

ィ
ゾ
は
凿
外
取
：-り
の
爲
め
^

の
み
金
举
備
を
用
意
し
、
國
内
R

は
«
ら
不
換
紙
幣
を
流
通
せ
.し
.む
へ
、へ
含
を
説
け
る
も
、

結
周
各
國
は
織
々
£

て
復
歸
的
變
f

行

ふ

皇

れ

み

。
f

一
 

九

.一
九
年
早
く
も
‘米
國

が
金
解
禁
を
.斷
行
し
、

§

ィ
P

フ
ラ
セ
ル
會
議
及
び
一
九
ニ
ニ
^

の
ゼ
..ノ

ァ

會
_

は

金

本

位

採

用

を

決
®:
し

、

各

國R
K

;れ

が

勵

行V
J

S

M

しずる力ー九ニニ年に露、
一九ー

&

年
に
瑞
典
.、.
.
.，獨
塊
、
.
！.
九
ニ
3|
:
|年

迄

、.
和
、‘
滚
、
南
附
聯
邦
、
阿
、

®

四

—
九
二
六
年
£
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、
芬
：
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、
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一，九
；
 

一
七
1

:
伊

，
丁
、
希

、

泰

比

f

て
_

、
1

が
S

.

鄭
4
に̂

^

ひ
：て
金
本
位
|̂
翁

移

す

る

代

：至

れ

，ヶ
：

0
:
:
' 

V.,.. 

•
.ィ_
‘

勿
論
各
國
皆
從
前
狐
み
の
金
貨
の
品
位
散
茚
を
以
つ
て
兌
換
を
西
调
せ
名
も
の
に
あ
ら
ず
、
多
く
は
所
謂
切
下
げ 

R

t

tれ
6

、

•1
«

も
-.
«

幣
很
#

.の

下

洛

甚

し

き

獨

乙

は

舊

マ

ル

ク

ヾ

し

同

一

金

分

.?
:
有

す

る
.ラ
ィ
ヒ
ス
、

マ
ル
ク
を
^

て 

舊

紙

幣

.
一

兆

マ

ル

ク

ビ

兌

換

し

、

又

伊

太

利

は

リ

ラ

の

內

容

を

.ニ

割

五

分

、
、
佛

國

-は
？
フ
.
ゾ
の
內
容
を
.ニ
.割
減
少
し 

て
貨
幣
偾
値
の
下
落
^

該
常
せ
し
め
て
兌
換
を
開
始
せ
3

。
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斯

く

各

：國

が

，雜

く

金

本

位

摄

猶

歸

せ

ん

<£
努
カ
す
る
以
上
、.
其
み
前
提
.
^し

て

金

本

位

を

是

認

す

る

理

：_

«

せ

ぎ 

る

ベ

か

：ら

ず

、

第

 

一‘
k
金
^

^
、

g

如

く

貨

幣

が®:
®

愤

値

を

具

有

す

る
乙

ヾ

」

は
货
幣
本
質
上
の
^

-®
な
り
や
否
や
。

»

ニ
^

游
し
本
質
.上
货
幣
.は
.實
體
.顧
値
を
具
有
す
る
を
耍
'せ
ず
.
^せ
ば
、
金
本
位
復
歸
は
如
何
な
る
理
由
^

雜
く
も

it
幣
發
遂
め
.方
法
は
.「

様
ぶ
ら
ざ
れ
ざ
も
共
の
'出
發
»

;

於̂
：1:
は
貨
幣
は
_實
體
«

値
を
真
有
す
る
も
'
.の
な
.み
し
は 

疑
な
べ
、
經
濟
史
の
敎
よ
る
€

豚
淑
.ぼ
源
始
蹄
經
濟
階
段
^

在
4

ヤ
は
家
畜
、
‘
鹽
> 
獸
皮
等
の
如
き
赏
體
價
値
を 

具
布
す
る
も
め
,

s

0

f

i

A

y

o
 

$

3

一
.せ

る

倒

家

の

發

银

、
り
法

#

制
度
の
完
備
以
前
®

化
#
在
せ
る
も 

の
^

し

て

、

阈

家

及

が

法

雜

は

：た
，
ぐ

典

の

嫌

會

的

所

產

セ

.；
貨
幣
を
餽
め
、
之
が
維
持
統
U
:を
計
$

た
.る

化

外

な

ら
.

ざ

.：る
な
 

4
,
0
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然

る
^

ー
方̂

個

人

：の
；
知

カ

が

發

逄

む

、

他

方

k

社
#

組
織
.が
安
定
し
、
直
接
^

無
愤
値
な
る
も
の
^

か
へ
て
他
：
 

の
偾
値
あ
る
も
の
を
獲
得
し
得
る
乙
、じ
磘
實
狀
し
て
信
溉
し
得
る
^

至
る
や
、
.心
现
的
，̂
其
の
*

體
價
1:
,
*
不
咄
に 

附
せ
ら
る
、
^

至
々
、
貨
幣
の
名
0

性
が
顿
調
し
來
‘る
な
.办
。
，貨
幣
の
.變
.页
は
現
實
に
は
國
.家
，に
よ
6

遂

.行

ぜ

ら

る 

S

功

救

に
.
«

€
が

最
/̂
，-
の
，則

貨

、
-.
t
;し
て
そ
の
職
能
%
.果
す
よ
、
進
步
'L
、
.
.そ
の
ft
體

價

値

よ

ヶ

離

れ

：て
：

'み
の
：
.力
.

«
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怨
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を
康
象
す
る
飞
め
ビ
^

て
名
诅
饷
吱
拂
手
段
ミ
衣
取
^

場
合
い
法
雜
_

ら

名

目

的

支

拂

，手

段
:^
創

造

ず

る

が

如

さ

感 

あ
石
ネ
、
其
の
:«
柢
に
‘淤
.て
‘
.一
般
社
脅
の
安
笼
、
信
用
の
發
達
^

前
提
-̂
す
石
ネ
の
政
み
”

现
代
國
家
“
於
け
る
如 

ぐ
*

:3
t
f
E
D
M
密
^

組
織
:̂
れ
、_
.
;法
#

に
;'
1
.ぅ
相
互
^

保

證

甘
-'
6

る

、
[1
內
妃
在
6

て
は
貨
胳
は
何
等
;̂
め
職
能
5:
»
 

す
：̂
實
體
價
値
^

る
?:
要
せ
ぼ
る
に
至
れ
る
な
，3

。
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,
■:
-
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•
人
成
は
實
體
價
値
な
&

貨

-̂
が
如
何
^

し
て
財
貨
の
價
値
測
定
を
遂
行
し
得
る
や
ど
疑
ふ
べ
き
も
、
貨
幣
經
濟
の 

下
に
在
6

て
林
價
値
ぬ
比
較
识
貨
幣
對
^

物
^

存
在
せ
ず
^

て
，
マ

定
.*
の
貨
幣
の
交
‘換
.の
，對
象
宂
4

得
べ
.き
各
様
の 

_
財
.
«相
龜
の
.間
^

於
_

^

み
行
楗
备
>:
逢
の
^

怂
。へ
故
忆
»

礙
當
教
^

ょ
ゥ
貨
幣
た
•る
べ
&

財
貨
^

1;

般
財
貨
ミ
の
此
例
定
免
る
ネ
、
' 1

丑

比

例

の

威

立

せ

る

以

上

’其

の

後

仑

の

素

材

を

變 

更
す
';
$

飞
.
•前
素
.材
ぢ
の
交
換
割
合
を
掘
.定
す
る
‘
2
ビ
杉
;1
.
^
\容

易

.̂
各
猶
財
貨
間
の
價
値
批
判
を
行
a

.

#る
な
6

0 

_

妃
貨
#

0;
彻
値
.單
-#
は
：其
の
素
枒
め
價
値
忙
.あ
ら
.ず
し
て
.、
，：之
^

獨

立

せ

る

；

「

支
：拂.の
.
大
会
，-̂」

を

表

象

す

る

^

外 

:5
^

ざ
る」

な
{

:-
''0貨

賞

辟

本

«

上

何

等

實

體

顧

値

2:
具
有
す
石
を
要
せ
ざ
る
^
$
,
9
.

:,
-.
»

ニ
^

ハ
淦
嫌
#

普
及
の
迦
由
從
爲
«

相

場

の

安

定

て

，
ふ
_

^

^

6生
れ
た
る
謂
は
.ぐ
歷
史
的
偶
然
化
外
|

ざ
：
 

る
な
々
。
金

が

.®
業
：的

資

本

的

勢

力
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最

？p

®

^

^

B̂I
*

k

^

,

v

*

^

^

.

6

」

—

：®
.
、'^
れ

ユ

ダ

勢

カ

の

弱

き

國 

家
は
爲
替
:*
颂
:2
攻
定
の
爲
め
之
に
顺
鹰
せ
ざ
:̂
,%
傅
ざ
^

0
な
6

。
怫
國
が
•一.
八
七
六
年
に
金
本
位
.に
移
6

し
は 

英
:«
K

對
沐
る
爲
替
相
;«
安
定
の
潙
兮
獨
乙
が
.

一

A

七 

ー#

金
本
位
に
夥
れ
る
^

英
.國
.に
對
す
為
|

相
®

^

^

 

爲
必
な
4

。
澉
^

会
本
位
制
夫
れ
向
身
が
普
及
乙
た
る
.に
弗
ず
し
ズ
.、
.
英
.國
の
貨
-幣
.組
，織
が
蛾
れ
9

な
办
。
今
次
：の 

各

涮

悉

く
;«
:*
位

:̂
;«
移
せ
ず
し
て
金
本
.位
^
.復
歸
せ
る
;̂
全
く
同」

の
.理
^

化
*

く
.も
.の
-な
6

。

:

:

(

，
前
述
の
如
へ
く
貨
幣
は
本

f

»

體

價
¥

其

有
f

苓

乙

も

釔

寒

せ#

^
楚
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ン
今
次̂

^

.ば

.胁

何

な

系

规_

忙

栽
<
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の
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が.や
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坪
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代

爲

替
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安
®

舍

自
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i
lに
-輸
出
せ
ら
る
、
時
は
、
爲
#

«

1

.ま

去
>© 

-T
f

を
_
1
^
.
:
、̂
ビ
し
.て
金
?0
«'
»
:の
.範
|1
間
を
上
下
し
.、
f

の
變
.動
の
範
圃
限
局
せ
ら
'る
。
國
際
貸
昔
好
決
濟
ず
る
と
：
 

f

爲
f

場
S

送

眷

超
l

;

4

f
る
：時
は
、
爲

言

ょ

ら

ず

金

§

送
に
ょ
6

決
#
す

る

鎮

る

べ

？
 

以v

爲
着
需
給
關
係
は
適
合
.鋒

れ

法

肇

懷
S

近
す
べ
し
。
實
際
，に
於
て
比
現
送
點
S

す
る
時
は
爲
麓
者 

が
：自
I

f
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藤
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相
f

響

す

る
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然
る
2
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輸
出
f

せ
ら
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時
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加
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年
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1

1

國
物
偵
指
.數
の
.比
率〕

を
中
心
匕
し
て
：爲
.替
相
場
は
變
動
す
る
.を
. 

以
て
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I

、

」

へ
.實
腐
の
#

#-
#

*

ど
1

«
カ
平
價
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間
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し
^
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違
あ
6
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す
る
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セ
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互
^

均
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う

欉

變

動
ず
べ
し
ど
.訛
く
.。
爲
替
相
場
を
決
定
す
，る
阈
際
收
支
關
係
の
ぅ
ち
贸
凝
勘
定
汰
最
筑
耍
な
る
要
素
に
#1
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な
く
、
又
贸
I

内
外
物
f

密
接
I

關
保
t

>

即
ち
國
內
物
偾
が
外
國
物
5

比
し
て
制
？

る

彥

は

喻 

.ク
朴
.ヵ
歡
9

減

退

し

•

ホ
=
安
な
る
、ヒ
き
は
_反
_
.の
現
象
?:
;生
：ず
.る
，を
通
則
ビ
す
な
.を
，以
て
、
'爲
#

相
場
、/

」
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»
カ
平 

便
$

の
阎
^

は
密
接
な
る
關
係
.存
す
る
^

相
違
な
.き
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:>
內
外
貨
物
^

對
す
る
需
课
は
必
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も
物
偾
の
高
低
^

比
例 

，せ

ず

又

.贸
ト
雀
&

以
外
の
，，爲
»

«
場
.の
決
定
原
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存
す
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を
以
て
、
雕
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カ
斗
偾
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截
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の
如
く
嚴
格
次
る
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發

味
^

於

て
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替

相

場

の
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準

.、、己

は

藤

す

.る
乙
匕
能
は
ざ
る
な
.女
。
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：
：

金
-1
針

禁
-1
1
;の
^

に

在
1

て

ば

像

替

相

場

の
.變
動
公
限
烏
ず
る
パ
の
作
用

-存
せ
.ざ
.る
を
以
セ
、
變
動
の
範
阋
は
金
本
- 

位
の
場
、合 
•に 
比
し
'®
' 

だ 
大
贫
グ
.？
現
.ド 
我

國

..に

於

て

 

戰

取
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な

る
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疋
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阼
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米
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替
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四
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•
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を
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來
し
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戰
#
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も
金
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北
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の
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五
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ノ
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阻

九

卯

四

分

イ

三
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間
’を
往
來
す
る
に
過
ぎ
ざ
ぅ
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^

恐
炼
の
大
迨
九
年
め
如
き
最
商
最
膝
の
差
ニ
卯
八
分
ノ
七
^

上
V
.、.
*
災
の
翌
牟
忆
み
大
正
：十
三
/*
や
の
如
さ
は
實
R

九
#

.
四
分
ノ
三
^

上

れ

ぅ

，。

然
ら
.ば
.何
故
^

爲
替
.
.の
‘安
定
は
望
し
き
乎
。
策
ー
に
贸
易
を
し
て
爲
替
相
場
變
動
の
影
響
を
被
る
乙
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」

少

な

.か

ら 

し
，め
、
笫
ー
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1̂

資
金
の
調
達
蓮
; 1
:]

を
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し
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金
輸
出
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の
下
^

在
6

て
は
輸
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»
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す
^

當
0

爲
替
の
騰
膝
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何
‘を
常
^

考
{祭
す
る
を
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す
る
.を
以
.て
絕
>
ん
ず
不
安
.の
下
^

在
6

、
延
て
'は
®
内 

產
業
の
•不

安

を

招

，來

す

べ

し

。
例

へ
ば
大
疋
十
§

の
如
き
震
災
後
な
る
R

も
不
拘
爲
替
暴
莎
の
結
朵
S

し
て
、
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雄
の
輸
出
は
歐
洲
大
戰
巾
の
各
^

よ
4

も
巨
額
に
上
办
た
る
が
如
き
有
樣
な
れ
ば
、
贸
14
業
者
の
採
錄
は
甚
し
く
_
 

f

な
ら
ざ
る
を
#

ざ
る
な
石
。
又
資
金
の
遮
用
M

達

に

.於

て

も

金

，輸

出

禁

止

せ

ら

る

.
、
時

は

，、

內

外

翁

夂

藤

'

の

外
^

爲
#

相

場

を

も

，考
，虚

に

加

へ

ざ

、る

可

ら

ざ

る

.を
以
て
、
此
の
不
安
ば
.資
金
.
.の
逑
川
«

達
を
妨
#

す
べ
.し
。

次
^

金
本
位
の
下
^
.於
.，て

は

、.通
金
濫
增
V
Jit
L

を
も
、
金
の
輸
出
を
目
⑽
ヒ
す
る
兌
換
發
生
の
結
*
、
通
貨
の
自 

然
還
收
V
J來
し
、.
常

け
.ー
國
‘の
物
價
を
.國
際
的
物
愤
平
準
に
順
應
せ
し
む
べ
し
。
.
か

、
る
現
象
は
早
く
よ
6

學

者

の

、
 

,認
知
せ
.る
所
.に
し
.

V
、
-

旣
.に
■定
論
な
6

.°
即
ち
、デ
ビ
ィ
、ド
•

ヒ
广
ム
の
如
き
は「

大
英M

に
’於
け
る
全
貨
幣
の
.五
分

逆
鹎
せ
ば
如
何
な
る
M

果
を
招
.來
'-
t

ベ
.き
や
。
汎
ゆ
る
勞
働
及
び
货
物
の
愤
格
は
之
.

举̂
じ
.て

低

下

し

、
.
汎

ゆ

る

も 

の
は
猙
叫
の
攻
く
低
;1
^

,版
&

せ
ら
る
べ
し
。
如
何
な
る
阈
民
も
汎
ゆ
る
外
國
市
場
じ
於
セ
菩
人
ミ
^

逐
し
、1

告
V
 

k

充
分
な
る
利
益
を
*

す
侦
格
s

同

1
.和
て
海
運
を
醬
み
製
品
を
寶
却
す
る
.
t

能
は
ず
o
.
.
.
斯
ぐ
て
'm
c

喪

ミ

,る 

1

?
を
：返
^

t

r

Bじ
p

1

_
4準
に
上
ら
し
む
。

一
度
愛
^

到
達
せ
ば
貨
.物
及
び
勞
働
の
低
廉
.な
る
«
の
利
益
は
失 

は
れ
、.
此
以
上
の
货
粮
流
入
は
S

せ
ら
る
べ
し」

i

f

o

 

•此
S

論

は

貨

锵

擻

雜
I

礎
I

る
も
の
な 

A

從
來
货
辦
擻
il
l
:說
次
る
名
辭
の
使
用
甚
だ
漠
然
た
る
^
.の
^

し
て
、
：モ.
ン
7

ス
キ
ユ
I

、
ヒ
ユ
ー
'.
!
ム
よc

v
フ
ィ
、

>

 

ャ.

?
 

。ノ
ー
汐
リ
等
は
管
#

爾
機
秘
的
柚
象
的
«

諭
の
.み
«

&
ず
、

ル
.カ

ル

ド

ォ

、
.
.
セ

イ

等

の

流

れ

を

戾

む

貨

物

め 

雪

供

給

の

法

則

の

翁

用
1

す
_

|

包
食
f

。
然
れ
共
兩
者
は
貨
幣
本
質
舰
S

S

其
の
：柳
察
の
.立
：

肷
f

於
て
I

興
f

:

達

：I

故
疼
1

.

1
す
I

I

の
混
同
|

|

§

れ
ば
、
貢

は

前

.者
の
み
；.

へ 

を
*
;

じ

て

貨

幣

鰲

說
I

す

べ

し

。

此

の

，意

味

货

け

る

.貨

,«
擻
*

說
は
.貨

幣

經

濟*;
會

を

鳥

欣

し

、
.
流

逢

象
 

f

ぞ

S

し
、
貨
f

货
？

£

立
せ
し
め
た
t

の
£

て
、
I

的
I

る
，、
繁

の

み

を

？

r

共
の 

探

據

甚

及
I

る
％
故

論

|

|

|

I

の
€

は
f

ら
れ
ず
、
又
貨
物
の
侧
k

於
け
る
變
動
を
無
視
し 

v

之

を「

定
せ
*

^
と
假
定
せ
る
も
の
な
.れ
ば
貨
歡
偾
攸
論
の
全
豹
を
蔽
，ふ
も
の
k

あ
ら
ざ
れ
'f

、
：
而

も

虹

貨

の

け
.

減

は

物

歲
f

招
來
す
る
の
.
.傾

向

あ

る

照

し

て

眞

f

る
.ば
.疑
，f

所
f
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貴
f
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今
火
の
通
貨
狀
態
を
觀
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し
て
金
本
位
に
t

ず
I

、
.
通
貨
數
®

が
よ
く
S

せ
ら
る
、
時
は
一
國
物
價
の
安 

I

I

せ
ら
る
、
を
以V

:
、

今
次
の
如
を
非
常
時
に
直
ち
R
.破
を
、
如
き
金
本
位
に
.復
歸
せ
ず
、
む
し
ろ
平
時
よ 

I

幣
本
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採
用
す
べ
し
s

i

f

生
じ
’た

ん

然

れ
I

丄
に
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以
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節
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以
ヒ
馮
述
ぜ
る
所
攸
よ
が
金
解
禁
の
必
耍
な
旮
事
^

明
自
な
ぅ
ぅ
然
も
各
國
が
其
め
決
’行
に
當
り
逡
巡
ぜ
る
ば
、

何
坎
乎
巧
ー
ー
言
以
尤
蔽
べ
鉍
急
徼
复
正
貨
産
出
を
惧
れ
れ
る
爲
め
言
。̂
售
流

出

ば

物

偾

下

■

金
融
緊
縮

を
招
K
.じ
、；.

業
の
發
.達
を
阻
害
す
る
に
至
る
ベ
き
を
以
つ
て
.な
'

。̂
.
故
に
金
评
禁
は
正
貨
流
出
の
最
も
少
な
.力
る 

'
、
/ 

&味
w

、k

び
R

假
令
流
11
1

を
見
る
，も
共
の
.影
響
の
程
度
最
^

低
ヵ
る「

へ
き
^

®
を
.選
び
.て

行

は

さ

る

へ

，
力

^

す 

:

正

,«
流
出
の
趄
ヶ
得
べ
さ
場
#

如
何
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第
.

;
旣
に
國
際
貸
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の
逆
調
な
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場
合
、
笫
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外
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投
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業
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の

屈
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買

占
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利

喰
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流

出
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四
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爲
替
相
爵
復
の
爲
め
の

入
刺
«

は
よ
る
芷
貨
流
出
乙
れ
な
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,

:
國
際
貸
借
は
贸
易
«

定
及
び
賀
»

外
勘
定
よ
6

成
充
€

、
後
者
は
經
常
的
收
支
作
る
迤
賃
ゥ
保
險
料
、
利
子
、
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數
料
、
勞
務
報
酬
、.
.旅
行
者
«

用
、
公
使
館
费
用
、
.移
民
送
金
等
の
收
支
.ビ
.臨
時
的
收
支
た
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外
國
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の
本
邦
投
資

解
禁
を
行
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時
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國
際
货
借
を
逆
1
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導̂
く
可
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動
因
を
藏
す
る
な
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逆
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你
5 1

、
國
際
貨
借
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受
取
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過
ど
.迄
.は
望
れ
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ど
す
る
も
、
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く
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も
支
柳
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»
の
程
度
少
き
場
合
に
解
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可
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。
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借
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易

勸
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潰
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此
^

瓜
惑
資
金
は
.金
解
禁
後
我
國
よ
り
引
上
げ
ら
る
、
や
否
や
。
•資
金
は
金
利
の
.低
&

處
よ
ぐ
高
§
 

處
に
流
み
、
は
原
則
な
れ
^

も
、
.
.
1般
.
^は
我
_

^
於
て
’は
.英
蘭
觎
行
の
夫
れ
の
如
く
金
利
政
策
^

よ
6

之
を
防
腮 

す
る
乙V

J

?::

得
ず
、
■唯
我
國
R

於
.け
る
金
利
政
'
•策
は
を
の
他
の
一
而
た
る
輸
入
資
^

調
達
闹
雛
の
結
采
輸
入
減
逛
に 

よ
る
資
金
^

出
防
止
に
有
効
な
る
の
み
ど
詉
く
ス
粜
し
て
然
ぢ
ば
患
惑
資
金
⑴
上
’げ
に
因
る
正
貨
流
出
は
相
常
瞥
戒 

を
®

す：
る
現
目
た
じ
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ど
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影
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程
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を
異
に
す
べ
し
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替
賣
却
の
形
式
に
よ
る
ど
さ
は
一
時
的
^

は
狐
貨
收
縮
を
見
る
も
、
同
時
^
在
外 

正
貨
»'
下
げ
の
.爲
め
政
府
预
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增
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-
見
る
を
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將
來
に
向
つ
で
*

紙
券
發
行
の
原
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を
藏
す
る
^

跖
し
、
金 

流
W

の
形
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げ
よ
る
せ
き
は
か
y
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通
貨
膨
脹
；の
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在
せ
ず
。
我
國
在
外
正
貨
の
現
狀
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ど
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融
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融
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.
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潜
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縮
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滕
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條
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狀
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迫
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禁
の
結
果
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し
て
國
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借
を
逆
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が
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め
、
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貨

流

出
^
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述
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。
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近
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